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開 催 場 所 第一委員会室 
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局 

菊井事務局長 

 議長 和田副主幹 

欠 席 委 員 なし 村井主任主事 

説 明 員 別紙のとおり   

議 件 別紙のとおり   
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概 

 

 

 

 

要 

 

○休憩中、係長職以上の職員紹介を行った。 

１ 所管からの報告事項について 

 次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、全て報告済みとした。 

（１）平成27年度一般会計補正予算について 

（２）空知教育センター組合規約の変更について 

（３）滝川西高等学校の定員調整について 

（４）新国際交流員・地域おこし協力隊員の紹介について 

（５）滝川市部設置条例の一部を改正する条例について 

（６）公益財団法人そらぷちキッズキャンプに対する施設整備補助金の支出について 

（７）陸上自衛隊滝川駐屯地創立記念行事市中パレードの実施について 

（８）「ふるさと納税」寄付状況について 

（９）國學院大學北海道短期大学部の入学状況について 

（10）滝川市まち・ひと・しごと創生の取組みについて 

 

２ その他について 

・常任委員会の視察先について、７月末頃までに委員から意見を伺い検討することとし、 

 また、視察日程についても検討することとした。 

・委員会の配付資料について、原則、委員会開催日の前日の正午までに机上配付すること 

 とした。 

・事務局長からクールビズ期間について説明があった。 

・清水委員から常任委員会開催の日程設定について、他の常任委員会と同日の開催は避け 

 るよう意見があり、事務局長から基本的に同日の開催とならないよう日程調整する旨、 

 説明があった。 

 

３ 第２回定例会以降の調査事項について～別紙 
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 別紙のとおりとすることに決定した。 

 

４ 次回委員会の日程について 

 正副委員長に一任することに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 総務文教常任委員長  関 藤 龍 也  ○印 

 



平成27年５月25日  

 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 

                                              

 

                     滝川市長            前 田 康 吉  

                     滝川市教育委員会委員長     若 松 重 義  

 

   総務文教常任委員会への説明員の出席について 

 

 平成27年５月15日付け滝議第29号で通知がありました総務文教常任委員会への説明員の出席要求について、次の

者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 

 

記 

 滝川市長の委任を受けた者 

総務部長      山 﨑   猛 

総務部次長      高 橋 一 美 

  総務部総務課長      中 島 純 一 

  総務部総務課長補佐     小 畑 力 也 

総務部総務課主査     壽 崎 行 洋 

総務部企画課長      深 村 栄 司 

総務部企画課長補佐・大学連携室長    稲 井 健 二 

総務部企画課係長     藤 司 和 久 

総務部企画課主査     安 田 健 二 

総務部企画課主事・大学連携室主事    中 川 晃 介 

総務部国際課長      山 内 康 裕 

総務部国際課係長     塩 入 正 行 

総務部国際課主任主事     山 本 亜希子 

総務部財政課長補佐     堀   勝 一 

総務部財政課主査     原 田 瑞 絵 

経済部産業振興課長     阪 本 康 雅 

 

 滝川市教育委員会委員長の委任及び滝川市長の委嘱を受けた者 

教育長      小 田 真 人 

教育部長      田 中 嘉 樹 

教育部次長      河 野 敏 昭 

教育部指導参事      小 野   裕 

教育部学校教育課長     高 田 和 昌 

教育部学校教育課課長補佐    西 村   浩 

教育部学校教育課係長     小 谷 友 宏 

教育部学校教育課係長     山 本 健 裕 

教育部学校教育課主査     高 木 裕 子 

教育部学校教育課新しい学校づくり推進室長   鳩 山   稔 



教育部学校教育課新しい学校づくり推進室係長  酒 井 智 康 

教育部教育支援課長     吉 川   修 

教育部滝川西高等学校事務局事務長    法 村 幸 子 

教育部社会教育課長補佐     吉 住 晴 美 

教育部社会教育課係長     田 村 拓 也 

教育部社会教育課図書館長    森   昌 之 

教育部社会教育課美術自然史館長    中 塚 智 勝 

 

 

 

 

 

                              （総務部総務課総務係）



 

 

 第２回  総 務 文 教 常 任 委 員 会 

 

                            日 時 平成27年５月27日（水） 

                                10時00分～ 

                            場 所 第一委員会室 

 

○ 開   会 

 

○ 委員長挨拶（委員動静） 

 

○ 休憩～係長職以上の職員紹介 

 

１ 所管からの報告事項について 

《教育部》 

（１）平成27年度一般会計補正予算について            （資料）学校教育課 

                                （資料）新しい学校づくり推進室 

                                （資料）教育支援課 

                                （資料）滝川西高事務局 

                                （資料）社会教育課 

                                （資料）図書館 

                                （資料）美術自然史館 

（２）空知教育センター組合規約の変更について          （資料）学校教育課 

（３）滝川西高等学校の定員調整について             （資料）新しい学校づくり推進室 

 

《総務部》 

（４）新国際交流員・地域おこし協力隊員の紹介について      （資料）国際課 

（５）滝川市部設置条例の一部を改正する条例について       （資料）総務課 

（６）公益財団法人そらぷちキッズキャンプに対する施設整備補助金の支出について（資料）総務課 

（７）陸上自衛隊滝川駐屯地創立記念行事市中パレードの実施について（資料）防災危機対策室 

（８）「ふるさと納税」寄付状況について              （資料）財政課 

（９）國學院大學北海道短期大学部の入学状況について       （資料）大学連携室 

（10）滝川市まち・ひと・しごと創生の取組みについて       （資料）企画課 

 

 

２ その他について 

 

３ 第２回定例会以降の調査事項について～別紙 

 

４ 次回委員会の日程について 

 

○ 閉   会 
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第２回 総務文教常任委員会 1 

H27.5.27 (水)10：00～ 2 

第 一 委 員 会 室 3 

開  会 １０：００ 4 

委 員 長 ただいまから第２回総務文教常任委員会を開会いたします。 5 

 委員動静報告 6 

委 員 長 委員動静につきましては、全員出席、議長出席。傍聴として、舘内議員、井上 7 

議員、木下議員が出席しております。報道機関として、北海道新聞の傍聴を許 8 

可します。 9 

 関係所管からの報告事項に入るわけですが、質疑、答弁につきましては極力簡 10 

潔によろしくお願いいたします。菊井事務局長。 11 

菊井事務局長 改選後の各常任委員会の事務局の担当者が一部変更になりました。総務文教常 12 

任委員会につきましては、従前どおり村井書記が担当いたしますが、経済建設 13 

常任委員会につきましては平川係長、厚生常任委員会は藤井書記が担当します 14 

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 15 

委 員 長 それでは、ここで総務文教常任委員会にかかわる関係所管の係長職以上の職員 16 

紹介を行います。暫時休憩します。 17 

休  憩 １０：０１ 18 

再  開 １０：１６ 19 

委 員 長 休憩前に引き続きまして会議を再開いたします。 20 

 １ 所管からの報告事項について 21 

委 員 長 それでは、早速所管からの報告事項に入らせていただきます。 22 

 その前に、教育部の（１）、（２）、総務部の（５）、（６）は議案関連とな 23 

っておりますのでご留意願います。 24 

 それでは、教育部、（１）、平成27年度一般会計補正予算について説明を求め 25 

ます。 26 

 （１）平成27年度一般会計補正予算について 27 

高田課長 （別紙資料に基づき説明する。） 28 

鳩山室長 （別紙資料に基づき説明する。） 29 

吉川課長 （別紙資料に基づき説明する。） 30 

法村事務長 （別紙資料に基づき説明する。） 31 

吉住課長補佐 （別紙資料に基づき説明する。） 32 

森 館 長 （別紙資料に基づき説明する。） 33 

中塚館長 （別紙資料に基づき説明する。） 34 

委 員 長 説明が終わりました。 35 

 法村事務長、参考資料の説明はございますか。 36 

法村事務長 １カ所訂正をお願いいたします。 37 

 スーパー・グローバル・ハイスクール・アソシエイト事業の説明資料で４番目 38 

に研究予算、滝川市に事業運営に係る６月補正予算という項目があるのですけ 39 

れども、100万円と書いてあるのですが、60万円に変更をお願いいたします。 40 

委 員 長 説明が終わりました。 41 

 質疑ございますか。 42 

清  水 まず、１点目は、１ページ目の西小の身障者用エレベーター、小学校のエレベ 43 
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ーター設置としては恐らく滝川市の小学校始まって以来ではないのかと思いま 44 

すが、この設置する場合の基準についてまず伺います。 45 

 それと、２点目は、西小の大規模改修のご説明の中で申請したけれども、これ 46 

が認められなかったということで、その申請した大規模改修の概要、どんな内 47 

容で申請をしたのかというのが２点目です。 48 

 ３点目は、スポーツセンターでお聞きしますけれども、まず遠赤外線について 49 

いろいろすぐれたところをご説明されましたけれども、すぐれているというこ 50 

とでいうと、小中学校のこれまでの改築あるいは大規模改修ではこの方式は採 51 

用していないと思うのですが、それとの関係でなぜ小学校、中学校の体育館棟 52 

にはこれを採用してきていないのかというところに着目をしてお伺いします。 53 

 それと、遠赤外線の場合、避難所暮らしになると段ボールだとか、あるいは衣 54 

服だとか、いろんな遮蔽物というか、遠赤外線を遮るようなものも結構あると 55 

思いますが、高齢者は厚着だったりするので、そういう中でも大丈夫なのか伺 56 

います。 57 

 それと、第２体育館の大規模改修の項目の中には内壁と床については書かれて 58 

いないのです。避難所としての整備が中心だということの説明だったので、そ 59 

のままなのか、そこについて何らかの改善があるのか。 60 

 そして、第１体育館については実施設計に入ると。基本設計については、これ 61 

までの常任委員会に基本設計の結果が報告されていればどういう形でされてい 62 

るのか伺います。 63 

鳩山室長 まず、西小の改修の関係でございます。まず、エレベーターについてですけれ 64 

ども、エレベーターを過去開西中学校、第三小学校に設置しているということ 65 

で、学校の改築あるいは大規模改修にあわせて設置しようと教育委員会として 66 

は考えているところでございます。 67 

 また、予定しておりました大規模改修の中身についてですけれども、校舎につ 68 

きましては外壁の塗装、屋上防水、内壁の塗装、暖房設備の改修、放送設備の 69 

改修、また照明器具の取りかえ、また黒板もスライド式等への取りかえを予定 70 

してございます。屋内体育館につきましては、同じように外壁の塗装、屋根の 71 

塗装、内壁の塗装と、ご存じの方はおわかりになるかと思いますが、西小学校 72 

は床も一部沈んでいるようなところもございますので、床の全面張りかえ等を 73 

予定していたところでございます。金額といたしましては、２億1,000万円程度 74 

を予定したところでございます。 75 

吉住課長補佐 まず、スポーツセンター体育館の関係でございます。まず、避難所として遠赤 76 

外線で大丈夫かということなのですけれども、物に対して暖めるという特徴を 77 

持っているということですので、こちらについてもきちんと対応ができると考 78 

えております。 79 

 ２番目の内壁と床という点ですけれども、もちろん第１体育館につきましても 80 

床については傷みが出てきてはいるのですけれども、アリーナとしてまだ床に 81 

ついては大丈夫だという判断もございまして、今回につきましては避難所とい 82 

うことを重点に置きますし、この緊急防災減災というメニューを使うというこ 83 

ともございますので、今回は床について手当ては考えておりません。 84 

 それと、基本設計、実施設計に入っていくということですけれども、第１体育 85 

館につきましては床の張りかえなど、それらを想定した設計ということで今年 86 

度の設計の中で組み込んでいきたいと考えております。 87 
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田中部長 スポーツセンターの１点目のご質疑です。小中学校はやっていないということ 88 

で、今回は、体育館単体のものです。先ほど説明しましたけれども、空間が広 89 

い、天井が高い、それを効率的に暖めるという視点です。小中学校であります 90 

と、基本的には子供たちの教室、そして職員室、そういったところを暖めなけ 91 

ればいけないと、これがきっと優先になるのだろうと。ですから、学校も含め 92 

てそれ以外の施設はどうなのだというのは、その時々で何が効率がいいのかと、 93 

そういう視点で設計しなければいけない。今回のこの体育館については、こう 94 

いうものがベストであるという判断でございます。 95 

清  水 今後のことにかかわると思うのですけれども、体育館の単体だからこれが効率 96 

がいいということは何となくわかるのだけれども、それほど効率がいいもので 97 

あれば２本立てでやっても、小中学校の体育館でも採用したらどうなのかと思 98 

うのですけれども、余り突っ込んでは聞きませんけれども、その採用事例とい 99 

うのは相当あるのかということで、そういった中でこれを採用するようになっ 100 

たのかということをもう一度伺います。 101 

 それと、２点目は、第２体育館についてはどうも起債メニューが防災なので、 102 

ここで床だとか内壁を入れるとその起債が使えないととれるような答弁だった 103 

のですけれども、その起債メニューについてどういうものなのかお伺いします。 104 

 それと、３点目は、基本設計について常任委員会に報告があったかどうかとい 105 

うのを聞いたので、基本設計が終わったのはわかるのだけれども、時期的に３ 106 

月末に基本設計の成果品が出されるということで、そこを確認します。 107 

委 員 長 １点目については、事例についてですか。 108 

清  水 事例があるから、そういったことで採用するようになったのですかということ 109 

です。 110 

委 員 長 起債のメニューはどんなものなのかということだけのご答弁でよろしいでしょ 111 

うか。 112 

清  水 余り細かい質疑ではないのでそのようにお願いします。 113 

委 員 長 では、その２点についてご答弁お願いします。 114 

吉住課長補佐 まず、１点目の他市の事例ということで、砂川が総合体育館の耐震化工事を行 115 

ったのですけれども、同じように遠赤外線の暖房を採用しておりまして、所管 116 

といたしましても事前にその効果等の確認をしているところでございます。 117 

 それから、緊急防災減災の起債のメニューですけれども、東日本大震災後にで 118 

きたということで避難所、そういったものにかかわる改修に対しての補助メニ 119 

ューということになっております。また、ちょっと年度をはっきりお答えでき 120 

ませんけれども、耐震化につきましては随分前に判断しておりまして、その際 121 

に耐震化としての設計については報告させていただいています。 122 

清  水 本会議で余り細かい質疑をすると本会議らしくないということで今聞いている 123 

わけで、起債メニューについて先ほど聞いたのは床だとか内壁で、体育館の根 124 

幹にかかわるようなところを入れるとその起債を使えるかどうかということを 125 

聞いたのです。だから、今の答弁だと何となくそういうふうに聞こえるけれど 126 

も、そこを確認したいので、具体的に答弁をいただきたい。 127 

 それと、２点目は、これから実施設計に入っていくというときに、ちょっと答 128 

弁がはっきりわからなかったのだけれども、当然実施設計をする前に基本設計 129 

なり基本構想というのがあって、それをやるということなのだけれども、耐震 130 

化については報告したというようなことで、先ほどのご答弁でも第１体育館に 131 
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ついては床とかをやりますというご答弁だったので、それについては恐らく基 132 

本設計等については示されていないと思う。それは、どういう形で今基本設計、 133 

基本構想が存在しているのかということでお伺いします。 134 

委 員 長 １点目につきましては、起債というのが避難所にかかわることについての起債 135 

としてというご答弁だったのですけれども、今聞かれたのは壁とか床とかとい 136 

うのを入れた場合にその起債は使えないのかということの質疑でよろしいです 137 

か。 138 

清  水 はい。 139 

吉住課長補佐 床、壁につきましては確認というか、どうして床を取りかえるのか、どうして 140 

壁を取りかえるのか、その理由によるものと考えられます。今ここで第２体育 141 

館の壁、床が該当するということについてはちょっとお答えできません。それ 142 

と、起債といえどもそれだけのお金がかかるということもございますので、今 143 

この床、壁にお金をかけるということの判断もあわせてしていきたいというこ 144 

とです。それと、基本設計についてですけれども、耐震化ということについて 145 

の基本の設計はしているのですが、どのように大規模改修をするのかというの 146 

は、その時点では全くございませんので、これからどのような改修をしていく 147 

のかということを詰めて、設計していきたいということです。 148 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 149 

本  間 事前審査にならないようにしたいと思いますけれども、例えば西小学校の件だ 150 

とか、それから大規模改修とか学校の関係が出てきているのですけれども、学 151 

校の適正配置ということに対する考え方の議論とどのように組み合わせてやら 152 

れているのかということをお聞かせをいただけたらと思っております。 153 

鳩山室長 適正配置と学校の施設整備の関係ということでございますけれども、施設整備 154 

につきましては施設整備方針で今年度で耐震化を優先して行い、終わるという 155 

ことになってございますので、今年度中に28年度以降の施設整備方針あるいは 156 

施設整備計画を策定する予定でございます。適正配置計画につきましても策定 157 

から５年が経過いたしまして、ただいま10年間の計画のうちの後期について見 158 

直しを図っているところでございますので、それぞれの計画の整合性を持ちな 159 

がら、仮に整備したばかりの学校が統廃合とか、そういうことにならないよう 160 

な形で長期的な視点を持ってそれぞれの計画を策定あるいは見直しをしていき 161 

たいと考えているところです。 162 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 163 

渡  邊 避難所的な部分で、この暖房方式を採用したということですけれども、実際に 164 

体育館の利用者に対しての温度管理その他が適切になるのかどうかについて伺 165 

います。 166 

吉住課長補佐 遠赤外線にかえるということで、もちろん避難所という緊急の場合もございま 167 

すが、日常的にお使いになられる利用者の方々も適切な温度で、しかも誰もが 168 

その温度管理ができるという、そういった理由によりましてこの方式を採用し 169 

たいと考えております。 170 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 171 

柴  田 １点確認だったのですけれども、第三小学校の建てかえのときに札幌へ視察し 172 

た際にガスによる暖房が最近札幌の学校では非常にふえてきているというよう 173 

な説明があったやに覚えているのです。今議長とも話したら、たしかそんなこ 174 

とを言っていたなと言っていたのですが、そこら辺は札幌市の学校施設はガス 175 
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での暖房がふえているというご認識はありますか。 176 

鳩山室長 第三小学校の改築に当たりましては、柴田委員がおっしゃるように何カ所か総 177 

務文教常任委員会の委員を初めとして視察をさせていただきました。札幌につ 178 

きましては、平岸西小学校を視察させていただきました。私も暖房方式につい 179 

てちょっと今記憶が定かではないのですけれども、札幌の校舎の形状、設計で 180 

それぞれ違いますので、それによって形状に合った効率のよい暖房、あるいは 181 

そのときの灯油の値段であるとかガスの値段、そういったもので暖房は採用し 182 

ているという認識でございます。そのときは、ガスがふえていると言った記憶 183 

がないのですけれども、柴田委員がそういうことであれば申し上げたのかと思 184 

いますけれども、その都度検討しながらという認識でございます。 185 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 186 

（なしの声あり） 187 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 188 

 続きまして、（２）、空知教育センター組合規約の変更についての説明を求め 189 

ます。 190 

 （２）空知教育センター組合規約の変更について 191 

高田課長 （別紙資料に基づき説明する。） 192 

委 員 長 説明が終わりました。 193 

 質疑ございますか。 194 

（なしの声あり） 195 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 196 

 続きまして、（３）、滝川西高等学校の定員調整についての説明を求めます。 197 

 （３）滝川西高等学校の定員調整について 198 

教 育 長 それでは、後ほど資料につきましては担当のほうから説明をさせていただきま 199 

すが、前段、これまでも道教委が作成します公立高等学校の適正配置計画につ 200 

きましては滝川市において市立学校を含めた検討が必要ということで従来から 201 

指摘されてきたところであります。道教委の投げかけは、乱暴に言えば、滝川 202 

西高をやるか、やらなければ残りの２校を滝川市としてはどういうふうに考え 203 

ていきますかということの投げかけであります。どちらにしても、どこの高校 204 

を定員調整していくかということにつきましては滝川市として主体的に判断す 205 

る必要があるということから、昨年から市民会議を開催しまして議論してきた 206 

ところであり、このたび平成30年度に西高等学校の１間口減ということでの判 207 

断をしたところであります。滝川市内の中学校卒業者のうち、市内３校に進学 208 

する中学生は75パーセント、そのほか北学区内に20パーセントと他の地域に比 209 

べて学区内に進学する生徒の割合が高い、このことは滝川市内及び近郊に理数 210 

科、普通科、工業科、商業科、農業科、そして定時制という環境がそろってい 211 

るからこそこういう進学実績になっているということから、この体制を、近隣 212 

の新十津川農業を含めたこの４校体制を維持していくことが将来にわたっての 213 

滝川市の子供たちのためにも必要なことだと考えたところであります。既に２ 214 

間口となっております滝川工業高校は、空知管内唯一の工業高校として人気も 215 

高く、これ以上の定員調整は統廃合に直結してしまうこと、また既に６間口と 216 

なっております滝川高等学校と進学、部活動で切磋琢磨しております滝川西高 217 

等学校との関係においては生徒数の差は広げないほうがいいだろうという判断、 218 

また他校で定員調整が進む中、滝川西高等学校だけが20年間定員調整を行って 219 



- ６ - 

 

いないことなどから、滝川西高等学校での定員調整としたところであります。 220 

また、定員調整そのものは、中学生にとってみれば行きたい学校に行けなくな 221 

るという思いはあるというふうに思いますが、高校入学がゴールではなく、高 222 

校卒業後の進学あるいは就職のときに各学校の特色を生かしてどれだけ幅広い 223 

知識を身につけているかが高校としての最大の使命だと思っておりますし、そ 224 

のことが進学先あるいは就職先からも高い評価を得ることにつながっているか 225 

らこそ行きたい高校であり続けられるのではないかと考えております。各校の 226 

特色を生かした教育を行うためにも、定員調整による教育水準の向上が必要で 227 

あると考えたところであります。 228 

 なお、学科については、今後校内委員会を立ち上げまして、年内をめどに進め、 229 

さらに明年度中には詳細の学科構成についても市民会議あるいは議会にもご報 230 

告をしながら、受験生に混乱が生じないよう万全を期していきたいと思ってご 231 

ざいます。 232 

鳩山室長 （別紙資料に基づき説明する。） 233 

委 員 長 説明が終わりました。 234 

 質疑ございますか。 235 

清  水 黄色の資料で、１ページの空知北学区全体で二、三学級の調整ということで、 236 

市民会議で１学級ということですが、あと他の市町教委での同じような取り組 237 

みがどのように進んでいるかということが１点目。 238 

 ２点目は、今後校内委員会等で検討が進むということですが、６月に道の再配 239 

置計画が出されて、それから正式にやっていくのだと思いますが、平成30年度 240 

に向けた校内委員会あるいは市民会議、そして決定というそのスケジュール、 241 

何年度にこういうこと、何年度にこういうことということで今後のスケジュー 242 

ルについて伺います。 243 

 ３点目は、前田市長の公約だとか、西高のビジョンというものをつくろうとし 244 

ているときだと思うのです。それとのかかわりについて伺います。 245 

 ４点目は、さらに平成30年度以降も中学校卒業者数が同じようなペースで減っ 246 

ていくという中で、今の間口について言えば、２、１、１、あるいは３という 247 

ところもあって、まちから高校がなくなってしまう、あるいは職業科を持つ高 248 

校が工業高校の土木のように空知北学区から消えてしまうということを危惧す 249 

るのですが、特に商業に限って深川東高に商業があるのかないのか、また商業 250 

科がどういうふうに変わっていくのか、どういう議論がされてきたのかについ 251 

て伺います。 252 

鳩山室長 まず、他市町の状況でございますけれども、私どもと同じような市民会議、組 253 

織の形態は違え同じように議論しているとお聞きしてございます。先ごろも北 254 

海道新聞には砂川が、今回この春には欠員が60名以上ということで自動的に１ 255 

減となりましたけれども、同じように議論をしている。あるいは深川につきま 256 

しても先ほどの資料にもありましたけれども、80名以上の欠員が深川東高にお 257 

いてはあって、道としては今後の再編も視野に入れるとお聞きしてございます 258 

ので、そういった中でさまざまな検討を行っていると聞いているところでござ 259 

います。 260 

 スケジュールにつきましては、先ほども申し上げましたけれども、６月に公立 261 

高等学校配置計画の平成28から30年度の案が上旬には示されるところでござい 262 

ます。その後道教委が主催する地域別検討協議会などを開いて、滝川市内なら 263 
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ず全道的なご意見を聞いた中で９月には例年であれば計画案から案がとれて計 264 

画となるところでございます。先ほど言いました学科について検討中というこ 265 

とでございますので、１年程度をかけて来年の６月に改めて出るこの次の計画 266 

案平成29から31年度ですか、その中に学科が記載されるように間に合うように 267 

検討しようと考えているところでございます。 268 

 あと、西高のビジョンということでございますけれども、先ほど言いましたよ 269 

うに現在西高には普通科３、会計ビジネス２、情報ビジネス２というふうに、 270 

商業と普通とに分けると３と４、細かく分けると３、２、２とございまして、 271 

さまざまな学科を選べるのではと考えられるところでございますし、商業科と 272 

いいましても実は就職するのは３分の１程度しかないということで、果たして 273 

今の学科の現状が合っているのかと、そういった学科転換を含めた中での検討 274 

をしていただいているところでございます。 275 

 また、今の答弁と重複しますが、商業系の学校につきましては北学区は非常に 276 

多い状況にございます。滝川西高には会計と情報で４学級、奈井江商業で１学 277 

級、深川には商業がたしか２学級あるとお聞きしてございます。北学区の学校 278 

に対しまして、商業科が非常に多いとお聞きしているところです。南につきま 279 

しては、たしか岩見沢緑陵ぐらいしか商業科はありませんし、全道的にも商業 280 

科が減っている状況にございます。そういった中で近隣の状況あるいは進路動 281 

向も含めて、学科についての検討をしていきたいと考えているところでござい 282 

ます。 283 

清  水 滝川工業の土木科が廃止された翌年度、去年の４月かと思いますが、就職で岩 284 

見沢農業高校の農業土木科が非常に注目を浴びた。市内の建設会社で普通科を 285 

卒業した女性を３名採用するということで、いわゆる土木に対する注目がまた 286 

戻ってきているというか、今回のこの計画の中で土木科についてはどんな議論 287 

がされてきたのか伺います。 288 

鳩山室長 今回の中では、現状にある定員についての調整ということでございますので、 289 

特に土木科についての議論はしてございません。ただ、先ほど申し上げました 290 

ように道教委が直接地域の教育委員会あるいは保護者から聞く地域別検討協議 291 

会におきましては、我々としても滝川工業の土木科、この地域の建設業という 292 

のは基幹産業の一つでございますので、復活あるいはその辺の考えについては 293 

要望等はしているところでございます。 294 

清  水 これだけの大学区の中に工業系の土木がないということは、やはり非常に問題 295 

だと思う。それは、滝川がずっとなくすなと言って運動をしてきた結果、なく 296 

なったのだけれども、結果を見るとやはりこの１は大きかったということで、 297 

今回のこういう市民会議などでもそういったことを非常に大事なことだと思う 298 

ので、もっと議論して必要なものはきちんと要望していくと。要望していると 299 

は言いましたけれども、何かちょっと道の方針に押されているなという気持ち 300 

があるので、今後どういうふうな姿勢で土木について取り組んでいくのか伺い 301 

ます。 302 

教 育 長 冒頭申し上げましたとおり、道教委は市内の中卒者数と、それから公立学校の 303 

定員という考え方をしますので、過去においては東日本大震災のときにこれか 304 

ら需要が増す土木科について、また新たに科をやるということも考えてほしい 305 

ということは私のほうからも道教委に述べさせていただいたことはあります。 306 

ただ、先ほど言いました定員全体のことで考えると、１間口をふやすとどこを 307 
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１間口減らしますかというのが道教委の基本的なスタンスです。子供が減って 308 

いる中で間口を単純にふやすということについては、道教委のハードルはかな 309 

り高いと思っておりますので、そのことまで含めた判断が必要になってくるの 310 

ではないのかなというふうには思っております。 311 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 312 

本  間 ２ページの右下のところです。単純なところからいきます。深川西と深川東が 313 

31名と82名なのです。これを足したら、楽々２間口ということになるわけです。 314 

本来的には多分、道教委に言うべきですけれども、学校再編が先にありきなの 315 

ではないかなと思えるところです。そこら辺の話はどういうことになってきた 316 

のか。要するに欠員がない滝川西高に白羽の矢が立つということには、やはり 317 

基本的に大きな疑問があるはずなので、そこら辺の話はどうなっているのか。 318 

今清水委員がおっしゃっていたようなことも、確かに間口を残しておく上で滝 319 

川工業高校に振り分けるというような論議であれば今後可能かもしれないと思 320 

うところでもあるのに、間口を減らして、また間口をふやしましょうという話 321 

にはやはりならないかもしれないなと単純に思うのです。要するに道教委が多 322 

分こちらに振ってきている話にほかならないと思うので、だからそこら辺の話 323 

はどんな感じになっているのか教えていただきたいと思います。 324 

鳩山室長 ２ページの下の欄にこの春の北学区の学級数及び欠員数が示されているところ 325 

でございます。その中にありまして、深川東高校につきましては82名の欠員と 326 

なったところでございます。ここにつきましては、学科が３つございます。農 327 

業系の学科と商業系が２学科ということで、定員120名でございますので、それ 328 

ぞれ10名ちょっとしかいないとお聞きしてございます。道教委といたしまして 329 

は、先ほど申し上げましたけれども、平成30年度、またそれ以降31年から34年 330 

度の見通しの中では先ほどは滝川について具体的な言及がございましたけれど 331 

も、その現状と課題という中では平成31年度以降34年度までに学区全体で128 332 

名、深川市で24名の中卒者の減が見込まれることや欠員の状況、学校、学科の 333 

配置状況を考慮して深川市内において再編を含めた定員調整の検討が必要とさ 334 

れているところでございますので、先ほどの答弁でも申し上げましたけれども、 335 

過去にも深川におきましては深川農業と東商業を再編して深川東高校に平成17 336 

年度になったところでございますけれども、今回の欠員の状況を見て改めて深 337 

川市内においても再編統合について具体的な検討を進めているとお聞きしてい 338 

るところでございます。 339 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 340 

（なしの声あり） 341 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 342 

 それでは、総務部からの報告事項に入ります。 343 

 （４）、新国際交流員・地域おこし協力隊員の紹介について説明を求めます。 344 

 （４）新国際交流員・地域おこし協力隊員の紹介について 345 

塩入係長 （別紙資料に基づき説明する。） 346 

ツァオ国際交流員 初めまして、私はツァオ・フイと申します。シンガポールから参りました。よ 347 

ろしくお願いします。 348 

大町地域おこし協力隊員 初めまして、国際課に着任しました地域おこし協力隊員の大町と申します。よ 349 

ろしくお願いいたします。 350 

委 員 長 説明が終わりました。 351 
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 質疑ございますか。 352 

（なしの声あり） 353 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 354 

 それでは、（５）、滝川市部設置条例の一部を改正する条例についての説明を 355 

求めます。 356 

 （５）滝川市部設置条例の一部を改正する条例について 357 

中島課長 （別紙資料に基づき説明する。） 358 

委 員 長 説明が終わりました。 359 

 質疑ございますか。 360 

（なしの声あり） 361 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 362 

 続きまして、（６）、公益財団法人そらぷちキッズキャンプに対する施設整備 363 

補助金の支出についての説明を求めます。 364 

 （６）公益財団法人そらぷちキッズキャンプに対する施設整備補助金の支出に 365 

ついて 366 

壽崎主査 （別紙資料に基づき説明する。） 367 

委 員 長 説明が終わりました。 368 

 質疑ございますか。 369 

（なしの声あり） 370 

委 員 長 報告済みといたします。 371 

 続きまして、（７）、陸上自衛隊滝川駐屯地創立記念行事市中パレードの実施 372 

についての説明を求めます。 373 

 （７）陸上自衛隊滝川駐屯地創立記念行事市中パレードの実施について 374 

尾崎室長 （別紙資料に基づき説明する。） 375 

委 員 長 説明が終わりました。 376 

 質疑ございますか。 377 

清  水 この自衛隊活動写真パネル展示ですが、いわゆるお子さんたちと服を着て写真 378 

を撮ったりというようなことをこれまでもやっているわけですが、ことしにつ 379 

いてはどんな感じでやられるのでしょうか。 380 

尾崎室長 パネル展示の会場でございますが、ことしにつきましては缶バッジの配布、そ 381 

れからゆるキャラ、モコちゃんとジン少尉の展示、それから海上自衛隊のほう 382 

からは制服のほうも展示すると聞いております。 383 

清  水 やはり子供に対する、子供といっても幼児も含め、実際には武力を使う自衛隊 384 

です。こういうものとのかかわりとして、そういった制服を着て、それになじ 385 

むというような、そういうイベントというのは市が関与する形ではやはり好ま 386 

しくないというふうに思いますが、それについてはどのような方針を持ってい 387 

ますか。 388 

尾崎室長 先ほどもご説明いたしましたが、主催につきましては陸上自衛隊滝川駐屯地創 389 

立記念行事市中パレード協賛会ということでございまして、滝川市といたしま 390 

しては協賛会のほうには役員として入っておりませんので、市の立場としてよ 391 

いとか悪いとか言う立場にはございません。 392 

清  水 協賛会に入っていないと言うけれども、滝川市長は自衛隊協力会の会長、充実 393 

促進協議会の会長、どちらだったか忘れましたけれども、そういう会長になっ 394 

ていて、この協賛会というのは幾つかの団体が集まってやっているわけだけれ 395 
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ども、役員はやっていないという話ですが、当然その実行委員会に入っていま 396 

すよね。 397 

尾崎室長 滝川の自衛隊の協力会の会長は、確かに滝川市長でございますけれども、今回 398 

協賛会につきましては自衛隊の協力会、それから隊友会、父兄会、退職者の会 399 

と、それから自衛隊の充実促進協議会の５団体からそれぞれ役員の方を出して 400 

いただいて組織しております。その中に滝川市長は役員として入っておりませ 401 

んし、会長は商工会議所の会頭の藤井様でございまして、滝川市長につきまし 402 

ては役員ではございませんので、この会について滝川市としてはこういうパレ 403 

ードがあるという情報をもとに今回ご報告しているという立場でございます。 404 

それ以上のことは申し上げることは特にございません。 405 

清  水 要するに協賛会の中で、滝川市に事務局があるのは充実促進協議会だと思うの 406 

です。その事務局として恐らく協賛会の実行委員会には参加をしていると。つ 407 

まり市職員としてそこに参加している以上、このパレードで子供たちに対する 408 

影響をどう考えるのかということは大事なことなので、今後そういったことに 409 

ついても十分配慮するようなことを求めて、終わります。 410 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 411 

（なしの声あり） 412 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 413 

 続きまして、（８）、「ふるさと納税」寄附状況についての説明を求めます。 414 

 （８）「ふるさと納税」寄附状況について 415 

原田主査 （別紙資料に基づき説明する。） 416 

委 員 長 説明が終わりました。 417 

 質疑ございますか。 418 

清  水 まず、新聞紙上では、今年度の寄附が既に幾らというような報道がされている 419 

と思うのです。僕の見間違えではないと思うのだけれども、昨年度のトータル 420 

がということではないと思う。例えば浦臼町が１億円とか、上士幌町が９億円 421 

とか、その関係で滝川市の場合は４月、344万円という比較でいいのかというの 422 

がまず１点です。 423 

 ２点目は、いわゆる贈答品の種類ごとに滝川市の場合１番目は何で幾ら、２番 424 

目は何で幾らという、そういうことで伺います。 425 

 ３点目は、サイトに載せている、サイトの効果というのがないわけではないと 426 

思うのだけれども、余りにも差がついているということでいえば、滝川市とし 427 

ては何を頑張らないとだめなのだと所管で把握しているか伺う。 428 

原田主査 まず、浦臼の１億円に限りましては、上士幌もそうなのですけれども、４月中 429 

の金額と伺っております。ほとんどがメロンですとか牛肉、神内ファームの牛 430 

肉が一番人気だと聞いております。それに比べて滝川市は、この300万円ほどの 431 

金額ということになると思います。浦臼町につきましても４月からクレジット 432 

納付と、また同じポータルサイトに掲載している成果だと聞いております。 433 

 続きまして、４月の特産物の圧倒的人気でしたのが実はアスパラでございます。 434 

これにつきましては、特産品ということで手を挙げてくださいということで広 435 

報に掲載した結果、農家さんがぜひやりたいということできたものが一番人気 436 

で圧倒的な人気でございました。続きまして、次点にいきますと松尾ジンギス 437 

カン、アイガモセット、そして大地の匠のお米と続きます。ただ、５月に入る 438 

前につきましては、スカイスポーツの搭乗券につきまして７件ほどゴールデン 439 
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ウイーク前に来ております。 440 

高橋部次長 サイトの効果がどうかということで、滝川市のふるさと納税を今後どうしてい 441 

ったらいいかというご質疑でございますけれども、いろいろな産品があるとこ 442 

ろは非常に有利になっているということもございます。特に新鮮なもの、肉で 443 

も野菜でも魚介類でも、そういう産品を売りにしているところというのは私ど 444 

もも使っておりますけれども、ふるさとチョイスというポータルサイトの中で 445 

非常にアクセス数が多くて、そこでの寄附も多い状況になっています。その中 446 

で滝川市が今後どうしていくのかということでございますけれども、先ほどあ 447 

りましたようにアスパラが非常に人気があったということもございまして、や 448 

はり旬の食材とか新鮮な食材のような、そういう農産品を中心に滝川の産品と 449 

いうものを売り込んでいく必要があるのかなと思っております。ただ、予算委 450 

員会のときにも答弁させていただきましたけれども、総務省のほうでは過度な 451 

返礼品というのを控えるようにという、そういう指導もございますので、その 452 

中で私どもとしては財源確保と産品の普及という２つのことを両立できるよう 453 

なふるさと納税を今後とも進めていきたいと考えております。 454 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 455 

（なしの声あり） 456 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 457 

 続きまして、（９）、國學院大學北海道短期大学部の入学状況についての説明 458 

を求めます。 459 

 （９）國學院大學北海道短期大学部の入学状況について 460 

稲井室長 （別紙資料に基づき説明する。） 461 

委 員 長 説明が終わりました。 462 

 質疑ございますか。 463 

（なしの声あり） 464 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 465 

 続きまして、（10）、滝川市まち・ひと・しごと創生の取組みについての説明を 466 

求めます。 467 

 （10）滝川市まち・ひと・しごと創生の取組みについて 468 

深村課長 （別紙資料に基づき説明する。） 469 

委 員 長 説明が終わりました。 470 

 質疑ございますか。 471 

清  水 ２ページ目の右のほう、創生会議の構成ですけれども、まず住民、ＰＴＡと書 472 

いているのですけれども、住民の人数及びＰＴＡに限定した理由、また創生会 473 

議は最終的な総合戦略策定が何月になるのか、またそれに対してどんなスケジ 474 

ュール等で開かれていくのか伺います。 475 

稲井課長補佐 まず、創生会議のメンバー構成でございますが、国からの説明の中で産学官金 476 

労言、そして住民ということで構成をさせていただきましたが、住民につきま 477 

してはこの創生会議の中では１名の参画となっております。ＰＴＡということ 478 

でありますけれども、社会政策部会に関連する部分ですとか教育、そういった 479 

ことも含めまして今回女性の方にお願いをしているところでありますが、そう 480 

いったご意見を反映させていただきたいということからお願いをしているとこ 481 

ろであります。ただ、住民につきましては、住民の意見を広くお聞きするとい 482 

う観点からはこちらのタウンミーティングですとか住民意見の集約の部分、こ 483 
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ちらのほうできちんとやっていきたいという考えもございまして、まずは創生 484 

会議のメンバー構成は17名ということで構成をさせていただいたところであり 485 

ます。 486 

 ２点目のスケジュールの関係でありますけれども、平成27年10月末を今現在の 487 

総合戦略の策定目標ということで定めて進めさせていただきたいと考えてござ 488 

いますし、その間タウンミーティングを重ね、また適宜報告をさせていただき 489 

ながら市議会の皆様とも審議をいただいてという考えでおります。 490 

清  水 創生会議の男女比率については、どのように考えているのか伺います。 491 

稲井課長補佐 創生会議のメンバー、合計17名と申し上げましたが、そのうち女性が３名にな 492 

ってございます。パーセンテージでいいますと17.6パーセントということです。 493 

清  水 結局この総合戦略は何で策定するかといったら、これをもとに交付金が決まっ 494 

ていくわけでしょう。つまり滝川市がやる事業がこれで決まっていくのです。 495 

そういったときに、これまでいろんな会議で男女同数に近いような、ほとんど 496 

男女同数というのが最近の考え方の大きな基本になってきているのだけれども、 497 

なぜ今回女性が２割以下ということに、やはり最初の考え方が男女比を考えて 498 

いないと思うのだけれども、どうなのかというのが１点。 499 

 もう一つは、こういう産学官という選び方をしていくときに、そこの代表とい 500 

う感覚で選ぶのか、そこから意見を言える人を出してくださいと、フリートー 501 

キングですよということなのか、それによっても大きく違うと思う。それにつ 502 

いては、どういうメンバーの出し方を求めたのかについて伺います。 503 

稲井課長補佐 女性の比率につきましては、当初から男女比を女性の比率を上げたいという気 504 

持ちはございまして、人選の中でもそういった意識は持ってございました。産 505 

業界の関係ですとか、あと金融機関、そういったところにお願いをさせていた 506 

だく中では必ずしも代表者に限定してくださいというお願いはしておりません 507 

し、ある意味組織にお任せして、ご意見をいただける方ということでお願いを 508 

させていただいた経過もありますが、いかんせん金融機関等については女性と 509 

いうことでの代表者を選出いただいていなかったこともございまして、どうし 510 

ても男女比率については厳しいものがございました。そういったことで、ご意 511 

見を十分にいただけるような組織構成にしたいという気持ちの中でお願いをさ 512 

せていただいたところです。 513 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 514 

高橋部次長 先ほどふるさと納税の答弁の中で上士幌と浦臼の４月１カ月の寄附金額という 515 

ふうに申し上げましたが、上士幌については１年間ということでございますの 516 

で、訂正をさせていただきたいと思います。 517 

委 員 長 そのほか質疑ございますか。 518 

（なしの声あり） 519 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 520 

 それでは、所管は退席していただいてよろしいです。 521 

 ２ その他について 522 

委 員 長 それでは、２、その他についてですが、私のほうから１点、事務局のほうから 523 

２点ほどございます。 524 

 まず、１点目、常任委員会視察についてですが、例年10月ごろに実施というこ 525 

とで、視察先につきまして７月末ぐらいまでに皆様方のご意見をいただきたい 526 

ということで、そのころまた皆様方にお諮りいたしますので、ご検討願いたい 527 
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と思います。 528 

 これは、私からの提案でございますが、常任委員会視察、基本的には３泊４日 529 

という流れのようですが、前回は私が厚生常任委員会のときに３泊は長過ぎる 530 

ということで２泊３日にした経緯がございます。それで、この常任委員会にお 531 

きましても２泊３日程度でいいのではないかということもご提案として申し上 532 

げておきますので、そこら辺もご検討をお願いしたいと思います。 533 

 私のほうからは以上です。菊井事務局長。 534 

菊井事務局長 まず、１点目、委員会の配付資料ですけれども、２月の厚生常任委員会におき 535 

ましては委員会開催の前日の正午までに配付するということで今まできていた 536 

のですけれども、これにつきまして３常任委員会で統一を図るということで、 537 

総務文教常任委員会につきましても前日の正午までに資料を机上配付いたしま 538 

すので、よろしくお願いします。ただ、中にはどうしても資料が届かなくて若 539 

干おくれるということもあろうかと思いますけれども、原則、前日の正午で配 540 

付いたしたいと思います。 541 

 それと、もう一点ですけれども、クールビズの時期になり、市部局におきまし 542 

ても６月１日から９月30日までクールビズが実施されますので、議会もまた申 543 

し合せ事項になっておりますけれども、市部局に合わせるということで６月１ 544 

日から９月30日まではクールビズということで、本会議、委員会につきまして 545 

も上着、ネクタイの着用は自由。ただし本会議におきましては発言する際には 546 

上着を着用するということになっていますので、よろしくお願いいたします。 547 

委 員 長 質疑ございますか。 548 

（なしの声あり） 549 

委 員 長 それでは、そのように確認いたします。 550 

 ほかに何かありますか。 551 

清  水 きょうの常任委員会の日程設定の仕方ですが、午後が１時半から他の常任委員 552 

会が入っているということはやはり常任委員会をじっくりやるという、そうい 553 

う気分になれない。常任委員会というのは、基本的には定例会前だから、年に 554 

４回なのです。そういう意味で大事な常任委員会だから、やはりほかの常任委 555 

員会と同じ日という設定の仕方はまずい。これまでも当然そうやって言ってき 556 

ているし、今回特別だったと思いますけれども、どうだったのですか。 557 

委 員 長 常任委員会の日程設定につきましては、所管、正副委員長の日程等々を聞いて 558 

設定していくわけですが、こればかりは私どもの委員会だけでどうのこうのと 559 

いうことは申し上げられませんので、他の常任委員会との関連もございますか 560 

ら、議会事務局とも十分精査して今後進めていきたいと思いますので、よろし 561 

くお願いいたします。 562 

菊井事務局長 今清水委員が言われたとおり、午前と午後ダブらないようにということで、そ 563 

れは十分に検討しているのですけれども、たまたま議長とか副議長の日程であ 564 

したから出張が入ってくるということもございまして、総務文教常任委員会に 565 

おきましても教育委員会の日程とか、いろいろな各セクションの日程がござい 566 

まして、今回は午前と午後でどうしてもダブってしまったということになって 567 

おります。基本はダブらないようにということで、委員会につきましてはその 568 

ように考えておりますので、よろしくお願いいたします。 569 

 ３ 第２回定例会以降の調査事項について 570 

委 員 長 ３、第２回定例会以降の調査事項につきましては別紙のとおりと確認してよろ 571 
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しいですか。 572 

（異議なしの声あり） 573 

委 員 長 そのように決定します。 574 

 ４ 次回委員会の日程について 575 

委 員 長 ４、次回委員会の日程につきましては、正副委員長に一任願えますか。 576 

（異議なしの声あり） 577 

委 員 長 以上で第２回総務文教常任委員会を閉会いたします。 578 

閉  会 １２：１９ 579 

 580 

 581 


